







                                                                       
         　遠山優香
序論
　 筆 者 は 3 年 次 の 夏 期 休 暇 に、東 京 女 子 大 学 が 主 催 す る 日 韓 学 生 交 流 に 参 加 し た。
日 本 で は 既 に 韓 国 の 大 衆 文 化 が 人 気 を 集 め て い た が、 韓 国 の 学 生 も 日 本 の ド ラ マ
や 歌 に つ い て よ く 知 っ て い る こ と に 驚 い た。 日 本 語 を 専 攻 し て い る 学 生 は 勿 論 で
あ る が、 日 本 語 を 学 ん で い な い 学 生 ま で も が、 日 本 の ド ラ マ に 出 て き た 台 詞 を 暗
記 し て い た り、 カ ラ オ ケ で J-POP を 熱 唱 し た り す る。 中 に は 日 本 の テ レ ビ ド ラ マ
や 漫 画 を 見 て、 日 本 語 を 勉 強 す る に 至 っ た と い う 人 も い た。 　
　 韓 国 の 街 を 見 て も、CD シ ョ ッ プ へ 行 く と、J-POP の コ ー ナ ー が 広 い 範 囲 を 占 め、
書 店 に 日 本 の 雑 誌 や 本 が 豊 富 な 品 揃 え で 並 べ て あ る こ と に 気 付 い た。 実 際 に 韓 国
へ 足 を 運 び、 韓 国 に お け る 日 本 の 大 衆 文 化 の 浸 透 を 実 感 し た。
　 し か し 約 十 数 年 前 ま で は、 韓 国 で は 正 式 に 日 本 の 大 衆 文 化 を 享 受 す る こ と が 許
可 さ れ て は い な か っ た。 そ の 門 戸 を 開 い た の が 金 大 中 で あ り、 現 在 の 日 韓 大 衆 文
化 交 流 の 先 駆 け を 担 っ た 金 大 中 の 対 日 大 衆 文 化 開 放 政 策 に つ い て 興 味 を 持 っ た。
　 こ の 論 文 で は、 金 大 中 が 日 本 大 衆 文 化 を 開 放 す る ま で の 道 の り と、 開 放 し た こ
と で 起 こ っ た 変 化 を 明 ら か に し た い。
第１章 金大中の政治人生
　 金 大 中 政 権 は 大 統 領 選 挙 で 初 め て 野 党 を 勝 利 さ せ、50 年 ぶ り に 権 力 の 水 平 的
交 代 を 実 現 し た。 当 初 か ら 日 韓 歴 史 認 識 問 題 の 克 服 を 信 念 と し て 掲 げ た。 ま た、
南 北 関 係 改 善 や 南 北 首 脳 会 談 を 成 功 さ せ、 韓 国 初 の ノ ー ベ ル 平 和 賞 も 受 賞 し た。
し か し 民 主 主 義 の 定 着 に 専 念 し た も の の、 経 済 危 機 に よ り、 政 治 よ り は 経 済 に 重




　 韓 国 で は、 過 去 に 植 民 地 支 配 を 受 け た と い う 歴 史 的 事 実 か ら く る 「対 日 感 情」 へ
の 懸 念、 韓 民 族 固 有 の 文 化 が 侵 略 さ れ る の で は な い か と の 不 安 と 警 戒 感 か ら 派 生 す
る 「国 民 感 情」 へ の 配 慮、 国 内 の 文 化 産 業 が 圧 迫 さ れ る と い う 「経 済 的 影 響」 へ の
危 惧 か ら、1998 年 ま で 日 本 の 大 衆 文 化 の 「開 放」 が 行 わ れ ず、 輸 入 や 流 通 な ど の
公 式 的 な 取 引 と 視 聴 を 一 般 国 民 に 対 し 規 制 し て き た 。
　 韓 国 に お け る 事 実 上 の 日 本 大 衆 文 化 規 制 政 策 は、 朴 正 煕 政 権 時 代 に 確 立 し た。 日
本 大 衆 文 化 の 流 入 に 対 す る 警 戒 感 の 高 ま り を 背 景 と し て、 文 化 関 連 法 に よ り、 政 府
が 日 本 大 衆 文 化 の 輸 入 ・ 公 開 を 許 可 す る 例 は ほ と ん ど な く、 そ れ を 扱 わ な い と い う
こ と が 文 化 関 連 業 界 側 の 自 主 規 制 と し て 定 着 し て い っ た。
　 し か し 実 際 に は 1960 年 代 の う ち か ら、 正 規 ル ー ト を 経 ず に 韓 国 に 持 ち 込 ま れ た
雑 誌 な ど が 大 量 に 流 通 し 始 め、 日 本 の 作 家 や 出 版 社 の 許 可 を 得 ぬ ま ま 韓 国 語 に 翻
訳 ・ 出 版 さ れ た。
　1980 年 代 以 降、 国 際 社 会 に お い て、 貿 易 の 自 由 化 が 急 速 に 拡 大 し、 貿 易 自 由 化
の 促 進 や 知 的 所 有 権 の 保 護 が 国 際 的 な 潮 流 と な る に 従 い、 韓 国 国 内 に お け る 海 賊 版
対 策 の 不 備 や 外 来 大 衆 文 化 に 対 す る 輸 入 規 制 は、 国 際 化 に な じ ま な い と し て 非 難 を
招 く よ う に な っ た。 急 速 な 経 済 成 長 を 経 て 国 際 経 済 に 積 極 的 に 参 加 す る よ う に な っ
た 韓 国 は、 こ う し た 非 難 を 回 避 す る た め、 海 賊 版 の 一 掃 を 約 束 し た。 こ の 国 際 化 の
過 程 で 韓 国 政 府 は、 国 内 文 化 産 業 を 貿 易 自 由 化 に 備 え さ せ る だ け で な く、 新 た な 経
済 成 長 の 基 軸 へ と 育 て る た め の 積 極 的 な 育 成 に 乗 り 出 す こ と も 選 択 し た。
　1988 年 に は ソ ウ ル オ リ ン ピ ッ ク が 開 催 さ れ た こ と で、 旧 共 産 国 圏 の 文 化 の 受 け
入 れ が 開 始 さ れ た。 盧 泰 愚 政 権 か ら 金 泳 三 政 権 に か け て は 「日 本 文 化 に だ け 門 戸 を
閉 ざ し て い る の は 好 ま し く な い」 と、 高 官 の 発 言 に よ っ て 政 府 レ ベ ル で 問 題 が 提 起
さ れ 始 め 、 開 放 措 置 の 検 討 が 始 ま っ た。
　1998 年 に 成 立 し た 金 大 中 政 権 は、4 月 17 日 に 日 本 大 衆 文 化 の 段 階 的 な 開 放 方 針




表 1　 対 日 大 衆 文 化 開 放 の 内 容 ま と め
第 1 次開放　1998 年 10 月 20 日 第 2 次開放　
1999 年 9 月 10 日
第 3 次開放　
2000 年 6 月 27 日
第 4 次開放（2004 年
1 月 1 日より実施） 
〔2003 年 9 月 に 開 放
が決定された部分〕











映 画 の 大 幅 開 放（7




















































































　 日 本 大 衆 文 化 の 段 階 的 開 放 措 置 が 発 表 さ れ る 前 に は、 韓 国 の 文 化 産 業 へ の 影 響
が 懸 念 さ れ て い た が、 実 際 は 恐 れ て い た ほ ど で は な か っ た。 韓 国 の 文 化 産 業 界 が
充 実 し た ソ フ ト を 供 給 で き て い る 証 に も な る が、「誰 も が 見 ら れ る よ う に な っ た
日 本 大 衆 文 化 に は も う 魅 力 が な い」 と い う 人 々 の 心 の 変 化 を 理 由 に 挙 げ る 専 門 家
ら も い る。 韓 国 社 会 に 「日 本 文 化」、「日 本 的 な も の」 が 想 像 以 上 に 深 く 根 付 い て
し ま っ て い た と も 言 え る。 近 年 の 放 送 技 術 や 情 報 技 術 の 進 化 に よ っ て 更 に 流 入 が
進 ん だ こ と に よ り、 特 に 若 年 層 の 間 で 日 本 文 化 は 目 新 し く 新 鮮 な も の で は な く
な っ て い る よ う で あ る。
　 こ の よ う な 日 本 大 衆 文 化 の 不 人 気 が、 日 本 大 衆 文 化 開 放 に 対 す る 警 戒 感 を 徐 々
に 緩 和 す る 重 要 な 判 断 材 料 に も な っ た 。
　 韓 国 が コ ン テ ン ツ 輸 出 を 実 施 す る 背 景 と し て は、 輸 出 に よ る 経 済 性 向 上、 幼 稚
産 業 保 護 論 1、 ソ フ ト パ ワ ー の 強 化 が あ る。1990 年 代 末 か ら 本 格 化 し た 放 送 振 興
策 に よ っ て 2000 年 代 に ア ジ ア を 中 心 に 韓 流 ブ ー ム が 起 こ っ た が、 そ の 成 功 は、
幼 稚 産 業 保 護 政 策 の 施 行 が 世 界 市 場 で の 優 位 性 確 保 に も 効 果 が あ る こ と を 証 明 し
た。
　 韓 国 に お け る 日 本 文 化 の 開 放 に よ り、 韓 国 も 正 式 に 日 本 の テ レ ビ ド ラ マ や 映
画、 音 楽 な ど の 焼 き 増 し 版 を 制 作 す る 権 利 を 獲 得 し、 韓 国 国 内 の み な ら ず、 ア ジ
ア 市 場 を も 睨 ん だ 制 作 を 行 う よ う に な っ た。 公 式 的 な 開 放 に よ り、 韓 国 も 違 法 な
コ ピ ー や 単 純 な 模 倣 で は な い、 新 た な 文 化 商 品 を 制 作 す る よ う に な っ た と 捉 え る
こ と も で き る。
　 韓 国 コ ン テ ン ツ の 輸 出 は、 周 辺 国 向 け に 1990 年 代 末 か ら 始 ま っ た が、 特 に 中
国 と 東 南 ア ジ ア を 中 心 に テ レ ビ ド ラ マ な ど が 人 気 を 得 て い た。 日 本 で は、2003
年 4 月 に NHK 衛 星 第 2 テ レ ビ ジ ョ ン が 放 送 し た テ レ ビ ド ラ マ 「冬 の ソ ナ タ」 の
人 気 に よ り、「韓 流 2」 ブ ー ム は 軌 道 に 乗 っ た。
　 韓 流 は 大 衆 文 化 の 流 行、 関 連 商 品 の 販 売 増 加、 韓 国 商 品 の 販 売 増 加、 韓 国 そ の
も の へ の 関 心 の 高 ま り と 段 階 を 踏 ん で 拡 大、 発 展 し た。
　 韓 国 政 府 は 韓 流 ブ ー ム の 拡 大 と そ れ に よ る 経 済 効 果 の 向 上 を 図 る た め、「韓 流





表 2　 韓 国 コ ン テ ン ツ 産 業 の 売 上 高 の 推 移
（単 位 : 億 ウ ォ ン ・%）
産 業 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年
2008 年 の 割
合
2004~2008
年 ま で の 年
平 均 成 長 率 
出 版 189,210 193,922 198,793 215,955 210,529 35.70% 2.70%
漫 画 5,059 4,362 7,301 7,616 7,233 1.20% 9.30%
音 楽 21,331 17,899 24,013 23,577 26,021 4.40% 5.01%
ゲ ー ム 43,156 86,798 74,489 51,436 56,047 9.50% 6.80%
映 画 30,224 32,948 36,836 32,045 29,546 5.00% -0.60%
ア ニ メ 2,650 2,338 2,886 3,111 4,048 0.70% 11.20%
放 送 77,728 86,352 97,198 105,343 109,581 18.60% 9.00%
広 告 80,260 84,178 91,180 94,346 93,116 15.80% 3.80%
キ ャ ラ ク
タ ー
42,193 20,759 45,509 51,156 50,987 8.60% 4.80%
エ デ ュ テ イ
メ ン ト
8,790 9,925 1,180 1,558 2,403 0.40% -27.7%
合 計 500,601 539,481 579,385 586,147 589,511 100.00% 4.20%
( 出 所） 日 本 貿 易 振 興 機 構 （2011）p41
第４章 日韓文化交流の現状
　2011 年、 鄭 柄 国 （チ ョ ン ・ ビ ョ ン グ ク） 文 化 体 育 観 光 部 長 官 は、 地 上 波 の 放
送 局 で 認 め ら れ て い な い 日 本 の ド ラ マ の 放 映 を 解 禁 す べ き だ と の 考 え を 発 表 し、
「日 本 で は 韓 流 が 拡 散 し、 今 は あ ら ゆ る 面 で 韓 国 が 文 化 的 に 優 位 に な っ て い る」
と 強 調 し た。 韓 国 で 端 を 発 し た ガ ー ル ズ バ ン ド ブ ー ム は、2010 年 前 半 か ら 日 本・
東 南 ア ジ ア に 急 速 な 広 が り を 見 せ た。
　 一 方、2011 年 7 月 下 旬 に、 あ る 俳 優 が フ ジ テ レ ビ の 韓 流 番 組 が 多 い と 批 判 す
る 内 容 を ツ イ ッ タ ー 上 に 投 稿 し た こ と で、8 月 下 旬 に テ レ ビ 局 を 取 り 囲 む 数 千 人
の デ モ に 発 展 す る 騒 動 も 起 こ っ た。
　 し か し 日 韓 大 衆 文 化 交 流 の 拡 大 に よ っ て 得 ら れ る 利 益 が 存 在 す る 限 り、 交 流 を
維 持 ・ 拡 大 し よ う と す る 働 き か け は、 今 後 も 続 く と 思 わ れ る。
　 ま た、 大 衆 文 化 の 浸 透 の 背 景 に は 隣 国 同 士 で あ る 日 韓 両 国 の 文 化 基 盤 自 体 の 中
に 既 に 共 通 の 文 化 伝 統 が 存 在 し て い る こ と も 指 摘 さ れ て い る。
　 し か し、 韓 国 に は 外 国 映 画 や 外 国 番 組 の 比 率 を 一 定 以 下 に 抑 え る ス ク リ ー ン
ク ォ ー タ 制 と 放 送 番 組 ク ォ ー タ 制 が 存 在 し て い る。 こ う し た 事 実 は、 今 も 韓 国 大
衆 文 化 産 業 が 自 ら の 国 際 競 争 力 に 対 し て 慎 重 な 見 方 を 見 せ る こ と に も な り、 韓 国





　（1）日 本 大 衆 文 化 は「対 日 感 情」へ の 懸 念、「国 民 感 情」へ の 配 慮、「経 済 的 影 響」
へ の 危 惧 か ら 開 放 が 許 可 さ れ て い な か っ た が、 海 賊 版 な ど の 流 入 で、 国 民 は 無 意
識 の う ち に 日 本 大 衆 文 化 に 触 れ て い た。
　（2）ソ ウ ル オ リ ン ピ ッ ク や 経 済 成 長 で 国 際 社 会 の 仲 間 入 り を 果 た す よ う に な る
に つ れ て、 大 衆 文 化 の 輸 入 規 制 は 国 際 化 に な じ ま な い と し て 非 難 を 浴 び る よ う に
な り、 日 本 大 衆 文 化 の 開 放 を 検 討 し 始 め た。 同 時 に 自 国 の 新 た な 経 済 成 長 の 基 軸
と し て 文 化 産 業 を 育 成 す る 準 備 を 始 め た。
　（3） 金 大 中 は 日 本 大 衆 文 化 開 放 と 同 時 に 自 国 の 文 化 産 業 育 成 を 本 格 的 に 始 め
た。 規 制 か ら 支 援 へ と 重 点 を 変 え た 法 律 を 整 備 し、 海 外 に も 目 を 向 け な が ら 支 援
を し て い る。
　（4） 日 本 大 衆 文 化 が 開 放 さ れ て も 韓 国 の 文 化 産 業 は 特 に 打 撃 を 受 け な か っ た。
そ れ は 以 前 か ら 接 し て き た 日 本 大 衆 文 化 に 冷 め た 国 民 の 気 持 ち の 現 れ で あ る と も
言 え る が、 日 本 大 衆 文 化 へ の 警 戒 が 緩 和 さ れ た と い う 効 果 も あ っ た。
　（5） 日 本 大 衆 文 化 か ら 受 け た 影 響 に は、 韓 国 も 正 式 に 日 本 の テ レ ビ ド ラ マ や
映 画、 音 楽 な ど の 焼 き 増 し 版 を 制 作 す る 権 利 を 獲 得 し、 韓 国 国 内 の み な ら ず、 ア
ジ ア 市 場 を も 睨 ん だ 制 作 を 行 う よ う に な っ た こ と に 加 え、 公 式 的 な 開 放 に よ り、
違 法 な コ ピ ー や 単 純 な 模 倣 で は な い、 新 た な 文 化 商 品 を 制 作 し な け れ ば な ら な く
な っ た こ と が 挙 げ ら れ る。
　（6） 韓 国 の 自 国 文 化 産 業 強 化 に よ り、 韓 国 の 大 衆 文 化 は 人 気 を 取 り、2000 年
代 に ア ジ ア で 韓 流 ブ ー ム を 起 こ し た。
　（7） 韓 流 ブ ー ム は 韓 国 大 衆 文 化 に 関 連 す る 商 品 だ け で な く、 韓 国 の 日 用 品、 ひ
い て は 韓 国 文 化 全 般 へ の 興 味 へ と 波 及 さ せ、 経 済 効 果 を あ げ て い る。
　（8） 韓 国 が コ ン テ ン ツ 輸 出 を 実 施 し 続 け る の に は、 輸 出 に よ る 経 済 性 向 上、 幼
稚 産 業 保 護 論、 ソ フ ト パ ワ ー の 強 化 が 背 景 に あ る。
　（9）現 在 韓 流 ブ ー ム の 主 導 を 握 っ て い る の は 音 楽 で あ る。 日 韓 大 衆 文 化 交 流 の
拡 大 に よ っ て 得 ら れ る 利 益 が 存 在 す る 限 り、 こ う し た 交 流 を 維 持 ・ 拡 大 し よ う と
す る 働 き か け は、 今 後 も 当 面 の 間 続 く と 考 え ら れ る。
　（10） 日 本 と 韓 国 の 間 に は、 隣 国 同 士 で あ る 日 韓 両 国 の 文 化 基 盤 自 体 の 中 に 既
に 共 通 の 文 化 伝 統 が 存 在 し て い る の で、 両 国 間 の 大 衆 文 化 交 流 は、 長 年 に 渡 っ て
伏 流 と し て あ っ た も の が 堂 々 と 表 面 に 姿 を 現 し て き た も の だ と も 考 え る こ と が で
き る。
　（11） 韓 国 の 課 題 と し て は、 ス ク リ ー ン ク ォ ー タ 制 度、 放 送 番 組 ク ォ ー タ 制 度
の 撤 廃、 日 本 大 衆 文 化 全 面 開 放 に 向 け て、 地 上 波 で 認 め ら れ て い な い 日 本 ド ラ マ
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の 放 映 解 禁 な ど が 挙 げ ら れ る。
　 筆 者 が 気 が か り に 思 う こ と は、 日 本 と の 歴 史 問 題 な ど が 起 き る 度 に 対 日 感 情 が
悪 化 し て し ま っ た り、 開 放 が 中 止 さ れ た り し て し ま う と い う 日 韓 関 係 の 脆 さ で あ
る。 し か し、 今 は 文 化 交 流 と 政 治 は 別 に 考 え て も よ い 時 代 な の で は な い か。 文 化
交 流 で 相 互 理 解 を 深 め る こ と に よ っ て、 徐 々 に 和 解 し て い く 方 法 で も よ い の で は
な い か と 筆 者 は 考 え る。
　 金 大 中 は 子 供 時 代 に 日 本 に 支 配 さ れ る 屈 辱 を 味 わ っ た に も 拘 ら ず、 日 本 と 親 睦
を 深 め よ う と し て く れ た。 彼 は 最 近 更 に 加 熱 し て い る 韓 流 ブ ー ム の こ と を 喜 ん で
く れ て い る で あ ろ う。
　 最 後 に、 軟 禁、 投 獄、 海 外 避 難、 何 度 に も わ た る 選 挙 の 落 選 に も 負 け ず に 人 生
を 歩 ん だ 金 大 中 の 真 摯 な 態 度 を 讃 え た い。
1 将 来 の 成 長 を 期 待 さ れ れ ば、 十 分 な 競 争 力 を 持 た な い 産 業 で も、 保 護 貿 易 の 対
象 と す べ き と い う 論 理。 韓 国 に お い て は コ ン テ ン ツ 産 業 を 国 の 戦 略 産 業 と し て 育
成 す る こ と を 示 す。
2 韓 流 は 中 国、 香 港、 台 湾、 日 本、 ベ ト ナ ム な ど を 中 心 に、 韓 国 の 音 楽、 ド ラ マ、
映 画、 フ ァ ッ シ ョ ン、 ゲ ー ム、 飲 食、 ヘ ア ス タ イ ル な ど の 大 衆 文 化 と 韓 国 の 人 気
芸 能 人 に 憧 れ、真 似 し よ う と す る 文 化 現 象 を い う。 　1997 年 に テ レ ビ ド ラ マ 「星
に 願 い を （原 題 : 星 は 私 の 胸 に） が 香 港 で 人 気 を 得 た こ と を き っ か け に 「韓 流」
に 注 目 が 集 ま り、 男 性 デ ュ オ 「ク ロ ー ン」 が 台 湾 で 絶 大 な 人 気 を 得 た 後、 中 国 で
HOT、NRG、ベ イ ビ ー ボ ッ ク ス （Baby V.O.X） な ど ア イ ド ル グ ル ー プ の 人 気 が 高 ま っ
た こ と で 「韓 流」 ブ ー ム の 人 気 に 火 が つ い た。
3 東 南 ア ジ ア で 東 方 神 起 、SHINee、 少 女 時 代、 レ イ ン な ど が 人 気 を 博 し、 日 本 に
先 行 し て ア イ ド ル グ ル ー プ ブ ー ム が 形 成 さ れ た り、 現 地 人 メ ン バ ー が 韓 国 の グ
ル ー プ に 新 た に 加 わ り、 現 地 で の 人 気 向 上 に 貢 献 し た り し て い る こ と か ら も 窺 え
る。
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